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『
時
の
壁
』
に

逃
げ
た
司
法
―
こ

れ
は
２
０
２
５
年

１
月
28
日
の
朝
日

新
聞
社
説
の
見
出

し
、
本
文
は
「
問

題
の
本
質
か
ら
目
を
そ
ら
し
た
判

決
」と
こ
こ
ま
で
言
い
切
る
の
は
、

１
月
17
日
に
「
ノ
ー
！
ハ
プ
サ
」

第
２
次
訴
訟
判
決
だ
。
最
高
裁
第

二
小
法
廷
は
、
原
告
の
父
親
は
１

９
５
９
年
ま
で
に
合
祀
さ
れ
て
お

り
、
被
害
の
発
生
か
ら
20
年
を
経

過
し
て
い
る
か
ら
賠
償
請
求
権
が

消
滅
し
て
い
る
と
民
法
の
「
除
斥

期
間
」
に
よ
り
訴
え
を
退
け
た
▼

「
ノ
ー
！
ハ
プ
サ
」
訴
訟
と
は
、

植
民
地
下
の
朝
鮮
で
大
日
本
帝
国

軍
（
皇
軍
）
に
徴
兵
・
徴
用
さ
れ

戦
死
・
戦
病
死
し
、
戦
後
、
植
民

地
下
で
強
制
さ
れ
た
日
本
名
で
祭

神
と
さ
れ
、「
英
霊
」
と
し
て
靖

国
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
朝
鮮

人
軍
人
軍
属
の
遺
族
ら
が
、
靖
国

神
社
に
合
祀
取
下
げ
を
、
日
本
政

府
に
靖
国
神
社
に
戦
没
者
情
報
を

提
供
し
た
損
害
賠
償
請
求
だ
。
朝

鮮
人
遺
族
に
よ
る
合
祀
取
消
し
訴

訟
は
、
２
０
０
１
年
以
来
、
今
回

の
第
２
次
訴
訟
ま
で
４
半
世
紀
に

及
ぶ
。
最
高
裁
は
そ
の
い
ず
れ
も

訴
え
を
退
け
て
き
た
▼
今
回
は
三

浦
守
裁
判
官
が
反
対
意
見
を
つ

け
た
。
靖
国
神
社
の
宗
教
行
為
で

あ
る
合
祀
に
不
可
欠
な
戦
死
者
に

関
す
る
情
報
提
供
は
、
国
に
「
い

か
な
る
宗
教
的
活
動
も
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
命
じ
た
現
憲
法
違
反

と
の
疑
義
は
当
然
で
、
高
裁
で
は

検
討
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
と
指

摘
。
遺
族
が
合
祀
を
知
っ
た
の
は

近
年
に
な
っ
て
か
ら
だ
。
除
斥
期

間
が
経
過
し
た
か
ど
う
か
の
検
討

が
必
要
だ
と
し
て
高
裁
に
差
し
戻

せ
と
し
た
▼
訴
え
に
向
き
合
え
ば

当
然
の
判
断
だ
が
、
こ
れ
と
て
も

朝
鮮
人
遺
族
の
粘
り
強
い
闘
い
に

よ
っ
て
勝
ち
取
ら
れ
た
こ
と
を
、

日
本
の
主
権
者
で
あ
る
私
た
ち
は

深
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

靖
国
問
題
は
私
た
ち
が
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
。
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琉
球
・
沖
縄
―
日
本
民
衆
交

流
会
は
、
２
０
１
３
年
糸
満
で

開
催
さ
れ
た
天
皇
出
席
の
「
豊

か
な
海
づ
く
り
大
会
」
反
対
闘

争
を
契
機
に
、５
月
15
日
の「
日

本
に
よ
る
沖
縄
再
併
合
反
対
―

琉
球
・
沖
縄
人
民
の
自
決
権
支

持
」
闘
争
の
一
環
と
し
て
開
催

し
、
今
年
で
12
回
目
を
迎
え
ま

す
。
一
方
、天
皇
制
日
本
国
家
・

独
占
資
本
は
、
今
年
を
「
敗
戦

80
年
」、「
昭
和
１
０
０
年
」
と

し
て
、
天
皇
制
を
対
中
国
戦
争

に
向
け
て
国
民
統
合
の
要
と
し

て
押
し
出
し
を
強
め
て
い
ま

す
。

　

今
年
３
月
24
日
、日
本
政
府
・

防
衛
省
は
、陸
海
空
自
衛
隊（
全

国
22
万
余
の
隊
員
）
を
一
元
的

に
指
揮
し
、
米
軍
と
連
携
し
て

作
戦
を
遂
行
す
る
自
衛
隊
「
統

合
作
戦
司
令
部
」
を
創
設
し
ま

し
た
。
硫
黄
島
で
は
そ
の
５
日

後
、
日
米
合
同
戦
没
者
慰
霊
追

悼
顕
彰
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
翌

日
の
日
米
防
衛
相
会
談
で
は
日

米
同
盟
の
さ
ら
な
る
強
化
が
合

意
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
直
後
の

４
月
７
日
、
ナ
ル
ヒ
ト
天
皇
が

硫
黄
島
を
「
慰
霊
訪
問
」
し
ま

し
た
。
そ
も
そ
も
日
米
軍
事
同

盟
と
天
皇
制
は
、
敗
戦
後
の
国

家
支
配
の
根
幹
を
占
め
、
天
皇

の
硫
黄
島
訪
問
は
ま
さ
に
そ
れ

を
う
ち
固
め
る
も
の
で
し
た
。

　

今
後
も
天
皇
は
、５
月
埼
玉
・

秩
父
植
樹
祭
、
６
月
沖
縄
、
広

島
、
７
月
モ
ン
ゴ
ル
、
９
月
長

崎
・
国
民
文
化
祭
等
々
各
地
を

ま
わ
り
ま
す
。
天
皇
の
元
首
化

と
国
民
統
合
を
強
め
、
中
国
・

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に

対
す
る
敵
視
、
排
外
主
義
を
一

層
あ
お
る
も
の
で
す
。
と
り
わ

け
６
月
の
沖
縄
訪
問
は
、琉
球
・

沖
縄
を
対
中
国
戦
争
の
最
前
線

に
位
置
づ
け
、
奄
美
諸
島
か
ら

与
那
国
島
に
か
け
て
琉
球
弧
を

再
び
戦
場
と
す
る
日
米
両
帝
国

主
義
の
戦
争
策
動
の
一
環
で
あ

り
断
じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

最
も
深
く
皇
民
化
さ
れ
た
私

た
ち
ヤ
マ
ト
の
労
働
者
・
人
民

は
、
天
皇
制
国
家
の
植
民
地
主

義
を
今
日
ま
で
支
え
て
き
た
痛

苦
な
歴
史
を
と
ら
え
か
え
し
、

琉
球
・
沖
縄
差
別
、
抑
圧
、
支

配
の
元
凶
で
あ
る
天
皇
制
の
廃

絶
に
向
け
闘
う
こ
と
、
日
米
安

保
・
地
位
協
定
撤
廃
の
運
動
を

ヤ
マ
ト
で
作
り
出
す
こ
と
が
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。
米
軍
事
支
配

の
時
期
か
ら
、「
復
帰
」
―
再

併
合
以
降
一
貫
し
て
琉
球
弧
で

闘
わ
れ
て
い
る
大
衆
的
実
力
闘

争
に
よ
る
反
戦
・
反
基
地
闘
争

に
匹
敵
す
る
闘
い
を
ヤ
マ
ト
で

作
り
出
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

５
月
17
日
の「
民
衆
交
流
会
」

で
は
琉
球
弧
各
地
の
闘
い
の
報

告
を
受
け
、
ヤ
マ
ト
天
皇
制
国

家
と
の
闘
い
に
む
け
て
議
論
を

深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
参
加
を
呼
び
か
け
ま

す
。（

２
０
２
５
年
４
月
21
日
）

６
月
天
皇
訪
沖
阻
止
!

大
衆
的
直
接
行
動
で
戦
争
を
止
め
よ
う

日
本
に
よ
る
沖
縄
再
併
合
反
対
―
琉
球
・
沖
縄
人
民
の
自
決
権
支
持

集会案内

「５・15復帰」を問う沖縄行動の案内

◇５・15 再併合 53 年弾劾「日本復帰」を問う国際通り道じゅねー
     ５・15 再併合 53 年弾劾　
     日米による琉球弧の戦場化を許すな　天皇は沖縄に来るな
　＊日時／５月 15 日 ( 木 ) 午後６時　６時 45 分デモ出発、県庁前まで
　＊場所／牧志公園     
   ＊主催／「５・15 復帰」を問う沖縄行動

◇５・16 浦添新軍港建設阻止集会・デモ
　＊日時／５月 16 日 ( 金 ) 午後１時 30 分　　デモ出発午後２時 10 分
　＊場所／泉小公園　　
   ＊主催／軍港反対！浦添市民行動　

◇琉球弧を再び戦場にするな！　天皇は来るな！
   「５・15」復帰 53 年を問う！ ５・16 脱植民地化沖縄集会
　＊日時／５月 16 日 ( 金 ) 午後６時～８時 30 分　
   ＊場所／浦添社会福祉センター中ホール
　＊発題／高良沙哉 ( さちか ) さん  ( 沖縄大学教員 )
               「終わらない米軍の性暴力」        
   ＊発言／宇佐照代さん ( アイヌ文化伝承者 )、奥間政則さん ( 沖縄ドロー
　　      ンプロジェクト )、清水早子さん ( ミサイル基地いらない宮古島   
            住民連絡会 )、照屋寛之さん ( うるま市島ぐるみ共同代表 )、      
            上原正光さん ( 基地いらないチーム石垣）
　＊主催／「５・15 復帰」を問う沖縄行動
   ＊参加費／ 1000 円　高校生以下無料。経済的に厳しい方は受付まで

◇５・18 第 24 回南と北を結ぶ「南北之塔」イチャルパ
   ＊ 日時／５月 18 日 ( 日 ) 正午開始　　
   ＊場所／南北之塔前　　
　＊イチャルパ　宇佐照代さん
   ＊主催／アイヌ民族と連帯するウルマの会 ( 代表・まよなかしんや )
      共催／「北方領土の日」反対！「アイヌ新法」実現！全国実行委員会
                                                                   ( 略称・ピリカ全国実 ) 

2022 年５月浦添キャンプキンザ―デモ

◆
５
・
17
琉
球
・
沖
縄
―
日
本
民
衆
交
流
会　

日
時
／
５
月
17
日(

土)

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場
所
／
沖
縄
船
員
会
館　

第
２
会
議
室

<

報
告>

    

清
水
早
子
さ
ん
（
ミ
サ
イ
ル
基
地
い
ら
な
い
宮
古
島
住
民
連
絡
会
）       

    

奥
間
政
則
さ
ん
（
沖
縄
ド
ロ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

    

照
屋
寛
之
さ
ん
（
う
る
ま
市
島
ぐ
る
み
共
同
代
表
）

    

４
月
大
阪
・
関
西
万
博
反
対
闘
争
報
告　

    

５
月
埼
玉
秩
父
全
国
植
樹
祭
反
対
闘
争
に
む
け
て

<

基
調
報
告>

    

反
戦
反
天
皇
制
労
働
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

<

連
帯
あ
い
さ
つ>

（
予
定
）

   

ま
よ
な
か
し
ん
や
さ
ん
、
宇
佐
照
代
さ
ん
（
ア
イ
ヌ
民
族
）
ほ
か    

　

参
加
費
／
５
０
０
円

主
催
・
反
戦
反
天
皇
制
労
働
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
略
称
・
反
天
ネ
ッ
ト
）

「
５
・
15
復
帰
」
を
問
う
沖
縄
行
動
に
賛
同
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

 

＊
個
人
・
団
体
と
も
１
口
１
０
０
０
円

 

＊
振
込
:
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

記
号
１
７
０
７
０　

番
号
１
５
０
４
２
３
４
１

 

＊
他
の
金
融
機
関
か
ら
の
振
り
込
み
受
け
取
り
口
座
と
し
て
利
用
さ
れ
る
際
は

    

店
名
７
０
８
（
読
み
ナ
ナ
ゼ
ロ
ハ
チ
）　

店
番　

７
０
８
普
通
預
金

　

 

口
座
番
号
１
５
０
４
２
３
４　

口
座
名
称
「
５
・
15
」
復
帰
を
問
う
沖
縄

　

 

行
動

　
　
　
　
　
　
　

連
絡
先
／
０
９
０
―
８
３
５
６
―
３
２
５
３
（
川
越
弘
）　

反
戦
反
天
皇
制
労
働
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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実
行
委
員
会
は
昨
年
８
月

に
立
ち
上
げ
ら
れ
、
会
議
に

あ
わ
せ
、
駅
前
で
ア
ピ
ー
ル

行
動
や
ビ
ラ
配
布
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
10
月

の
集
会
で
神
戸
大
学
の
原
口

剛
さ
ん
に
「
万
博
は
帝
国
主

義
と
植
民
地
主
義
の
原
点
」

と
題
す
る
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
万
博
を
は
じ
め
と

し
た
大
型
イ
ベ
ン
ト
は
帝
国

主
義
・
植
民
地
主
義
の
問
題

に
と
ど
ま
ら
ず
ジ
ェ
ン
ト
リ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
言
い
換

え
れ
ば
、
富
裕
層
優
遇
政
策

の
中
で
の
貧
困
層
の
排
除
を

続
け
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
は

今
回
の
大
阪
・
関
西
万
博
に

あ
わ
せ
て
、
あ
い
り
ん
総
合

セ
ン
タ
ー
の
解
体
が
警
察
の

暴
力
に
よ
り
な
さ
れ
た
こ
と

と
も
不
可
分
の
問
題
で
す
。

な
お
当
日
の
集
会
に
お
い
て

も
、
公
園
の
使
用
許
可
に
お

い
て
、「
騒
音
対
策
に
か
か
る

誓
約
書
」
と
し
て
音
量
測
定

と
「
違
反
」「
虚
偽
報
告
」
し

た
時
、
今
後
使
用
さ
せ
な
い

と
い
う
誓
約
書
を
出
さ
せ
た

状
況
が
あ
り
ま
す
。
法
律
に

よ
ら
ず
お
こ
な
わ
れ
た
こ
の

公
園
管
理
は
民
主
的
集
会
を

委
縮
さ
せ
る
危
険
な
問
題
で

す
。
今
回
は
誓
約
書
を
撤
回

「
戦
時
下
」
の
宮
古
島
か
ら

連
載
第
2
回

自
ら
の
歩
み
を
振
り
返
り
つ
つ
状
況
を
語
る

清
水
早
子
さ
ん

②

「文明」の名による暴力を許すな！
大阪・関西万博反対！行動報告

さ
せ
ま
し
た
が
、
音
量
管
理

を
全
面
的
に
撤
回
さ
せ
る
行

動
が
必
要
で
す
。
ま
た
維
新

の
も
と
で
公
園
か
ら
野
宿
者

排
除
が
強
化
さ
れ
る
な
ど
の

一
方
で
、
企
業
に
公
園
管
理

を
任
せ
、
商
業
施
設
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ

り
ま
す
。
ち
な
み
に
扇
町
公

園
の
管
理
代
表
者
は
大
和
ハ

ウ
ス
の
子
会
社
で
す
。
大
和

ハ
ウ
ス
は
維
新
に
企
業
献
金

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
富

裕
層
優
遇
政
策
の
公
園
商
業

施
設
化
は
政
治
経
済
一
体
化

の
中
で
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

３
月
20
日
に
は
第
５
回
内

国
勧
業
博
覧
会
と
拓
殖
博
覧

会
の
跡
地
で
あ
る
天
王
寺
公

園
で
集
会
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
人
類
館
事
件
は
よ
く
知

ら
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
拓

殖
博
覧
会
で
も
先
住
民
族
「
展

示
」
が
「
新
領
土
土
人
」
と

し
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
さ
し
く
侵
略
と
植
民
地
化

を
誇
る
た
め
の
博
覧
会
で
し

た
。
北
大
文
学
部
人
骨
事
件

で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
強

制
収
容
所
で
あ
る
「
オ
タ
ス

の
杜
」
が
先
住
民
族
展
示
の

観
光
地
化
が
さ
れ
た
事
実
で

す
。
そ
こ
か
ら
ウ
ィ
ル
タ
民

族
が
連
れ
て
こ
ら
れ
、「
展
示
」

さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
問
題
化
で
き
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
に
反
省
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

天
王
寺
公
園
集
会
後
の
デ

モ
で
は
、
あ
い
り
ん
総
合
セ

ン
タ
ー
を
通
り
第
５
回
内
国

勧
業
博
覧
会
に
お
い
て
強
制

移
住
を
受
け
た
貧
民
街
で

あ
っ
た
長
町
（
現
在
の
日
本

橋
電
気
街
）
を
通
り
ま
し
た

（
左
写
真
）。

　

私
た
ち
の
テ
ー
マ
に
沿
う

歴
史
を
問
う
場
所
で
集
会
と

デ
モ
を
お
こ
な
え
た
こ
と
の

意
義
は
大
き
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。 

　

な
お
大
阪
商
工
会
議
所
は

第
５
回
内
国
勧
業
博
覧
会
、

拓
殖
博
覧
会
の
誘
致
・
開
催

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
１
９
７
０
年

万
博
も
、
今
回
の
大
阪
・
関

西
万
博
も
同
じ
で
す
（
付
け

加
え
て
、
大
和
ハ
ウ
ス
は
大

阪
商
工
会
議
所
の
中
心
企
業

で
す
）。
帝
国
主
義
・
植
民
地

主
義
は
、
資
本
主
義
の
発
展

と
一
体
の
問
題
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
政
治
・

経
済
界
が
一
体
と
な
り
、
帝

国
主
義
・
植
民
地
主
義
を
維

持
し
よ
う
と
お
こ
な
っ
て
い

る
「
国
威
発
揚
」
イ
ベ
ン
ト

が
万
博
の
本
質
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

　

反
万
博
は
大
阪
・
関
西
万

博
の
批
判
に
と
ど
ま
っ
て
い

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
万
博
自

体
が
帝
国
主
義
・
植
民
地
主

義
の
も
と
に
続
け
ら
れ
て
き

て
、
今
な
お
続
け
て
い
る
こ

と
を
問
題
に
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
皇
紀

２
６
０
０
年
記
念
万
博
が
計

画
さ
れ
た
よ
う
に
天
皇
制
と

万
博
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い

関
係
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

パ
レ
ス
チ
ナ
人
虐
殺
を
か
え

り
み
ず
イ
ス
ラ
エ
ル
参
加
の

中
で
強
行
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
強
く
批
判
し
ま
す
。
万
博

が
か
き
消
し
て
い
る
抑
圧
を

受
け
続
け
て
い
る
人
々
の
怒

り
と
と
も
に
、
今
後
も
万
博

批
判
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

（
木
村
敬
／
ピ
リ
カ
全
国
実
・

関
西
）

　

４
月
12
日
、

天
皇
参
加
の
も

と
に
お
こ
な
わ

れ
た
大
阪
・
関

西
万
博
開
会
式

に
あ
わ
せ
、「
文

明
」
の
名
に
よ

る
暴
力
を
許
す

な
！
大
阪
・
関

西
万
博
反
対
！

実
行
委
員
会
は
、

扇
町
公
園
で
の

集
会
と
梅
田
ま

で
の
デ
モ
、
大

阪
駅
前
ア
ピ
ー

ル
を
よ
び
か
け

実
施
し
ま
し
た
。 

　

１
９
６
２
年
の
10
月
の

キ
ュ
ー
バ
危
機
を
伝
え
る
ラ

ジ
オ
の
前
で
、
こ
の
２
年
後

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際

は
釜
ヶ
崎
の
我
が
家
に
も
テ

レ
ビ
が
登
場
し
て
い
た
の
で
、

こ
の
時
は
ラ
ジ
オ
だ
っ
た
の

か
、
私
は
ニ
ュ
ー
ス
に
聞
き

入
り
「
戦
争
に
な
る
の
か
も

し
れ
な
い
」
と
危
機
感
に
襲

わ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
老
境
に
入
っ
て
も
忘
れ

な
い
恐
怖
と
危
機
感
を
思
い

起
こ
す
と
、
こ
の
今
日
の
「
戦

争
前
夜
」
の
空
気
感
に
漠
然

と
恐
ろ
し
い
も
の
を
感
じ
て

い
る
中
高
生
が
い
て
も
当
然

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う

考
え
る
と
私
た
ち
は
子
ど
も

た
ち
と
も
っ
と
真
剣
に
向
き

合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
の
そ
の
危
機
感
は
、
や
が

て
反
戦
の
意
思
と
な
り
、
ベ

ト
ナ
ム
反
戦
運
動
へ
、
60
年

代
後
半
の
安
保
闘
争
へ
、
大

学
闘
争
、
沖
縄
闘
争
へ
と
繋

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
そ
の
30
年
後
に
私

は
沖
縄
県
宮
古
島
へ
就
労
し
、

そ
の
後
30
年
の
歳
月
を
ほ
と

ん
ど
こ
の
島
で
反
戦
反
基
地

運
動
に
関
わ
っ
て
現
在
に
至

り
ま
す
。

宮
古
島
現
況
報
告

　

２
０
２
５
年
今
年
に
入
っ

て
な
お
、
宮
古
島
の
軍
事
強

化
の
動
向
は
収
ま
り
ま
せ
ん
。

２
月
１
日
、
宮
古
島
西
部
の

歴
史
の
古
い
集
落
の
漁
港
で

「
防
災
訓
練
」
を
口
実
に
自
衛

隊
車
両
や
隊
員
が
配
置
さ
れ
、

事
実
上
の
軍
事
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。　

　

私
た
ち
は
女
性
３
名
で
プ

ラ
カ
ー
ド
と
ハ
ン
ド
マ
イ
ク

を
持
っ
て
抗
議
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
は
防
災
と
い
う
名
の
軍

事
訓
練
だ
！
」
と
。

　

そ
し
て
、
24
年
度
中
に
は

配
備
予
定
と
な
っ
て
い
た
「
電

子
戦
部
隊
」。
電
子
戦
施
設
の

建
設
着
工
が
３
月
内
に
は
始

ま
る
だ
ろ
う
と
踏
ん
で
、
そ

の
動
き
が
あ
れ
ば
島
内
外
に

抗
議
行
動
を
呼
び
か
け
よ
う

と
考
え
て
い
た
矢
先
、
２
月

19
日
に
「
２
月
26
日
電
子
戦

車
両
を
平
良
港
に
搬
入
」
と

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
施

設
建
設
も
始
ま
っ
て
い
な
い

の
に
「
電
子
戦
配
備
の
既
成

事
実
」
を
作
ろ
う
と
言
う
防

衛
省
の
い
つ
も
の
や
り
口
で

す
。
一
週
間
し
か
な
い
中
で
、

私
た
ち
は
懸
命
に
抗
議
行
動

を
準
備
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
島
内
外
、
沖
縄
島

や
大
阪
、
東
京
、
福
岡
な
ど

か
ら
の
応
援
を
得
て
早
朝
か

ら
港
に
結
集
し
た
約
40
名
。

そ
の
う
ち
、
半
数
は
ス
ク
ラ

ム
を
組
み
電
子
戦
車
両
や
軍

用
車
両
の
前
に
寝
転
ん
で
阻

止
行
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た

（
写
真
）。
港
の
２
か
所
の
ゲ
ー

ト
で
、
駐
屯
地
の
ゲ
ー
ト
や

路
上
で
、
私
た
ち
は
分
散
し

て
、
警
察
官
に
排
除
さ
れ
る

ま
で
果
敢
に
非
暴
力
不
服
従

の
抵
抗
を
数
時
間
に
亘
り
展

開
し
ま
し
た
。

  

２
０
２
１
年
11
月
、
ミ
サ
イ

ル
弾
薬
が
海
自
輸
送
艦
し
も

き
た
で
搬
入
さ
れ
た
と
き
以

来
の
実
力
闘
争
で
し
た
。

   

４
月
１
日
に
は
、
政
府
は

「
特
定
利
用
空
港
・
港
湾
」
に

宮
古
島
の
平
良
港
を
追
加
指

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
管

理
主
体
で
あ
る
自
治
体
の
権

限
を
越
え
て
、
民
間
空
港
、

民
間
港
を
平
時
で
も
自
衛
隊

　

人
生
の
歩
み
に
は
節
目
と

言
う
か
、
転
機
と
い
う
も
の

が
幾
度
か
あ
り
ま
す
。
幼
い

時
の
体
験
は
最
初
の
「
原
点
」

に
な
っ
て
い
た
の
か
と
後
に

振
り
返
っ
て
思
い
至
り
ま
す

が
、
中
高
校
生
く
ら
い
に
な

る
と
そ
れ
は
意
識
し
て
自
ら

選
択
す
る
「
原
点
」
と
な
り

ま
す
。

や
米
軍
が
軍

事
利
用
で
き

る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

   

４
月
８
日
に

は
「
能
動
的

サ
イ
バ
ー
防

御
（
内
実
は

攻
撃
）
法
案
」

が
国
会
で
成

立
さ
れ
よ
う

と
し
て
お
り
、

２
０
２
１
年

６
月
に
成
立

し
た
「
土
地

規
制
法
」
や

 

お
詫
び
と
訂
正

　

３
９
２
号
２
面
「
第
26
回

『
北
方
領
土
の
日
』
を
考
え

る
企
画
（
沖
縄
）」
の
14
行

目
「
明
治
２
年
」
は
「
５
年
」、

19
行
目
『
北
海
道
地
所
規
定
』

は
『
北
海
道
地
所
規
則
』
に

訂
正
し
、
お
詫
び
し
ま
す
。

２
０
１
６
年
か
ら
導
入
さ
れ

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
並

ん
で
、
個
人
の
監
視
や
分
断

を
生
み
弾
圧
の
た
め
の
法
整

備
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
宮
古
島

大
会
へ
の
宮
古
島
駐
屯
地
の

支
援
活
動
は
、
彼
ら
の
Ｐ
Ｒ

が
目
的
の
公
務
で
あ
る
こ
と

が
自
衛
隊
内
部
通
達
の
開
示

文
書
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
４
月
20
日
、
今
年
の
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
会
場
前

や
、
平
良
港
に
入
港
し
た
海

自
の
掃
海
艇
一
般
公
開
に
も
、

私
た
ち
は
抗
議
の
行
動
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
住
民
生
活
の
中
に
も
迷
彩

色
が
入
り
込
み
、
戦
争
前
夜

の
「
翼
賛
体
制
」
を
作
り
出

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
、

私
た
ち
は
逐
一
抵
抗
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


